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春陽に 散るを急ぐな さくら花 

 
   平成の世  移りゆくとも 
 
           

代表  田中 伸彦 

時は様々な貌を見せながら それ

ぞれの生命を包み込みながら流れて

行きます。 

 ほんにかえるプロジェクトにかかわ

る、全ての人々の中にも平成３１年間

の時がそれぞれの重みをもって刻ま

れているのでしょう。 

 

 被収容者の自立更生を願って創刊

された「かえるのうた」も４度目の春を

迎えました。 

折りしもこの５月からは元号が変わり、

新たな暦が紐解かれます。 

元号が変わっても時はたゆまず流

れ、私たちの望みや悔いは私たちの

心の内にあり続けます。 

 

 明日の世界がどう変わり、この地球

上の生き物の未来がどうなるのか予

測がつきません。 

ただ花びらが風に散っても、その後

に新たな新緑の芽が生まれ出る自然

の力の逞しさに驚かされます。 

 私たちの「ほんにかえるプロジェク

ト」も多くの困難さを抱えていますが、

継続させる努力と熱意を惜しまずに

運営していく所存です。 

 

 収監されている方々には当プロジ

ェクトの対応に、ご不満やご要望があ

るでしょうが、お互いのつながりがより

実りあるよう確かな信頼関係を築いて

いける事を願っています。 

 

 ”誰にとっても抱えている苦しみは

変わらない、変わるのはいつだって

希望だけなのだから” 

 

 つみかさね 

Gabrielaiko Ide s.c.q. 

 

80歳を目前に、そろそろ店じまいを

考えなければならない。“断捨離”はそ

れほど苦にならない。どだい持ち物が

少ないし、たいした物も持っていない。

生まれも育ちも、そこそこ人並みであっ

た。 

ただ一つ、“この母がある限り”と思

えたことは私の最大の宝物だろう。 
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このところ、教会はイエスの受難と

復活を祈る季節にある。イエス様が

十字架のもとに佇まれる母マリアをご

覧になって、“この母がある限り”と思

われ励まされていたのではないかと

思うようになった。イエスは死と復活

の後、初代教会の礎を母マリアの上

に築かれた。イエスの救済のマスタ

ープランは全人類の母としてのマリア

の位置づけだった。“この母がある限

り”一人としてとりこぼすことはない、と

言う熱い信頼があった。 

私の部屋の窓の外に、2段組にな

った石垣があり、角に 50c㎡に満た

ない土があった。父はそこにイチゴの

苗を 3株ほど植えてくれた。活き活き

とした緑の葉、やがて白っぽい小さな

実がみえ、徐々に赤くなっていく。私

の生活圏に小さな彩と空間がひらけ

た。石垣は自然石の積み重ねであ

り、苔が生えて趣があった。 

ふと思う。石を積み重ねてこそ石

垣になる。“努力の積み重ねが実力”

と横刑の友達からの手紙にあった。 

人生を振り返る時、私に足りなかっ

たのはこの“積み重ね”ではなかった

かと・・・・。 

事務局からのお知らせ 

   汪  楠 

 

 

 

 

PJでは事務局に実務が集中し、常勤

スタッフが汪楠一人しかいない状態が

2年以上も続 きました。 

在宅スタッフがいるのにもかかわら

ず、実務をうまく分担できる体制が取

れず 、内外の会員にご迷惑をおかけし

ました。お詫び申し上げます。   

 

現状を改善するべく、役員会で協議

の結果、新体制を構築することにしま

した。  新体制の詳細については別紙

でお知らせします。 

現時点で決定しているのは 

第一に内部 会員からの依頼を迅速

に対応できる体制に改善すること。 

 

そのための大きな変更点は以下 。  

１  PJ神奈川支部を新設し、アマゾン

購入代行を重点的に扱うスタッフを置

く。  

 

2  PJ 本部に常勤スタッフを 1 名増

員し、無償本提供を重点的に扱う  



かえるのうた 4 

3  書籍の在庫をチェックし、不人気

ジャンルや汚損書籍を大々的に処分し、

書籍整理ス ペースを確保する。  

4  現金書留や切手などの金券の送付

先を本部から神奈川支部に変更する。 

5  本部事務局 134-0003 東京都江

戸川区春江町 5-15-31 ほんにかえる

プロジェクトは書籍の寄付を受け付

け、入会申込や問い合わせの受理およ

び依頼を含まない手紙を受理する 。 

6  神奈川支部    庄子佳代子 

内部会員からの依頼を含む手紙や現

金書留・手紙の対応とアマゾン購入代

行を受理する。  

外部交通の願箋提出時は以下の個人

情報を登録してください。  

庄 子 佳 代 子 PJ 総 務 担 当 

1950.8.27生まれ

誕生カードをお贈りしました 

誕生カード担当 M.ロザリア 

綾 

神様はお造りになった全てのものを

「極めて良かった」とご覧になりまし

た。人間も神様に造っていただきまし

た。一人ひとりは「良く」造られ、生

きていることには意味があります。 

寒い冬は過ぎ去り、若葉になりまし

た。体を動かすのも楽になってきまし

た♪ 前号、誕生カードの記事を載せ

ることができませんでした。申し訳あ

りませんでした。 

前号～今号までに下記の方々にカー

ドをお贈りしました。 

お誕生日、おめでとうございます！！  

10 月生まれ K.K.さん、M.Y さん

D.F.さん、Y.Oさん 、Y.K.さん

K.M.さん、K.I.さん 

11月生まれ Y.S.さん 

12 月生まれ T.U.さん、M.S. さん

　M.H.さん、K.N.さ ん、T.Y.さん

　O.S.さん  

1月生まれ M.A.さん　、S.H.さん

　S.M.さん、T.Y.さん

2月生まれ Y.I.さん　、K.K.さん

　S.I.さん　、T.N.さん

3月生まれ K.N.さん、T.N.さん
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「ほっこりかえる」報告 

  庄子佳代子 

２月14日の集まりでは「やまのかいしゃ」（ス

ズキコージ作・片山健 絵）を読みました。 

主人公のほげたさんは朝寝坊をして大あわ

て。カバンもメガネも持たず、トイレのスリッ

パを履いてペタペタ駅に向かい会社と逆方向

の電車に飛び乗ります。着いた先は「やまのあ

なた」という山の中の駅。空気がうまい！山を

登ると気分は爽快！そうだ、ここを会社にし

ようと思い立ち、さっそく会社に電話をする

と、社長が社員一同をつれて山を登ってきま

す。 

 現実にはあり得ないシュールなおはなしで

すが、「世の中はこういうもの」と思い込んで

いる固まった頭を柔らかくしてくれます。 

みなさんの感想は？ 

✿働くことに追われて、疑問を感じながらも

現実から離れては食べてゆけない。ゆとりの

ない毎日を思う。 

✿夢みたいなおはなし。 

✿うらやましい。ほげたさんになりたい。 

こういう人を裁かない、つまはじきにしない

社長や会社の人達も大したもの。車中で食べ

ようとしたおむすびに腕時計が入っていた。

時計を握ってしまう奥さんも変。さすが、変な

ぼけたさんの奥さんです。 

✿その人が仕事をしたい場所が会社だったら

いいのに…。その人に合った働き方ができる

のは大切。今はそういう人もいる、パソコンを

使う仕事ならば。 

✿高輪にいた方が、ITの仕事で、長野で働くよ

うになった例もある。 

✿現実には、ほげたさんは適応障害と言われ

るだろう。 

✿日本は適応
．．

の範囲が狭い。狭い枠からはみ

出た人を排除しようとする。 

✿アスペルガーなどの発達障害の人には生き

にくい。 

✿小さい頃から塾にばかり行って、すり切れ

たままになってしまう。 

 スズキコージさんにとっては、このおはな

しは日常の延長だそう。「現実」って何なので

しょうね。人にはそれぞれの「現実」があるこ

とに気づきたいと思いました。 

加藤久仁生／絵平田研也／文 白泉社 

4月11日（木）は、2009年アカデミー

賞短編アニメ映画賞ほか多くの賞に輝

いた作品の絵本版を読みました。 
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 おじいさんの住む街では、海の水

がだんだん上がってきて、やがて家は

水没します。おじいさんは上に上に新

しい家を建てて、積み木のように重な

った家の一番上に、一人で暮らし続け

ていました。

ある日、うっ

かり落として

沈んでしまっ

た大工道具を

とりに海に潜

っていくと、

そこは奥さん

が亡くなった

家でした。更に更に潜ると、長女が結

婚した家、子どもが小さかった頃の

家、初めて赤ちゃんが生まれた家、新

婚時代の小さな家が現れました。 

✿家の積み重ねが年輪のよう。一人の人の、そ

の時代、その時代の成熟を感じる。 

✿それぞれの家の出来事を全部見てきて、い

いものだった。今、穏やかに居る。納得して、

満足して、一人で居ることができる。 

✿いい人生 

 新しい家の割れ目に咲いた小さなタ

ンポポを見て嬉しそうに笑うおじいさ

んを描いて、お話は終わります。 

内部会員の方も、絵本を読んでみたい

方は、ついでのときにご連絡ください。

創作童話も募集しています。書いてみ

ませんか！ 

事務局長 汪 楠

私自身は受刑経験があります。そして凶悪

犯罪を起こした過去もあります。 

13 年間の受刑生活を終え、自身の更生とと

もに受刑者の更生を支援する活動を 4年間続

けてきました。  13 年間の受刑生活の中でい

ろいろな犯罪を起こした人たちと生活を共にし、

更に更生支援活動の一環として、面識もない

230 名の受刑者と文通をしてきました。その経

験から言いますと、凶悪犯といわず、どんな犯

罪でも今の刑務所では更生しにくいと考えま

す。 更生できるかどうかを考える前に、なぜ

更生する必要があるのか？誰のために更生す

るのか？何をもって更生というのか？を考える

必要があると思います。 

 なぜ更生する必要があるのか？を考えると、

一つの答えは誰もが住みやすい社会を作って

いくには犯罪を失くしていくべきで、そのため

には被害者を生まない必要があります。被害

者を生まないためには加害者を懲らしめ、犯

罪させないという考え方が古代からありました。

この考えがもとで自由を拘束する近代の応報

刑があります。しかしそれだけでは犯罪の抑止

力にならないことが研究で判明した。そこで特

に先進国では自由刑に変わって教育刑にシ

フトするようになりました。 

 応報刑に対立する刑罰理念。応報刑論が，

犯罪に対する応報であることによって刑罰は

正当化されると考えるのに対し，教育刑論は

刑罰の教育作用を最重要視し，教育刑によっ

て受刑者の社会復帰をはかろうとする。 
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今日では，応報刑論をとる学者でも，罪刑

の均衡を破らないかぎり特別予防目的を考慮

しており，とりわけ現実の刑の執行 (行刑) の

段階では，犯罪者の改善，教育を重視すべき

ことを認めている。（出典 ブリタニカ国際大百

科事典 小項目事典） 

 応報刑だけではなぜダメかというと、応報とし

て刑に服した以上はもう自分に責任はないと

いう考え方につながるからと思います。犯罪は

被害者だけではなく、加害者をも不幸にします。

誰もが幸せを求める権利があると思います。日

本憲法の幸福追求権の観点からでも更生が

必要と私は思います。これは誰のために更生

するのか？の答えにもなるかと思います。 

 何をもって更生というのか？については本当

に難しい問題です。社会に復帰して普通の生

活に適応することが大前提であることと思いま

す。犯罪しないことが更生かというと、そうでは

ないと思います。社会生活に適応できなけれ

ば本人も苦しむし、新

たな犯罪に走る可能性

も高くなります。 

 更生の前に反省が必要であり、そのために

は犯罪に走ったその人の背景や事情をも理解

する必要があると考えます。PJ ではこのような

考えのもとで受刑生活を送っている人たちを

社会から孤立されている現状を改善し、人権

云々ではなく、人を人として接し、そのつながり

を持って犯罪に走ってしまった人たちの反社

会性を失くしていくことができれば、被害者救

済にもつながり、みんなが住みよい社会を作る

ことにつながるかと思い、活動を続けていきた

いと思います 

日本の生活とともにある和菓子

その歴史 連載第1回 作田ゆう子 

和菓子という言葉を耳にすると、どんなお

菓子を思い浮かべられるでしょうか。 

和菓子好きなものアンケート（2015年12月

マイボイス コム調べ）によると、日本人の好

きな和菓子は、①大福もち、②たい焼き・今

川焼など、③カステラ、④団子、⑤おはぎ・ぼ

た餅となっています。 

和菓子と聞くと、 日本人がまず、好きだと

思って思い浮かべる菓子のランキングなのだ

と思われます。これが、私たち日本人の、日

常のお茶菓子としての和菓子なのでしょ う。   

しかし、その一方で、和菓子と言えば、よ

り伝統的なものという考え方もあります。 

たとえば、2014年秋には、和食に続き、日

本茶と和菓子がユネスコの 無形文化遺産に

登録されたことはご存じでしょうか。こちら

の和菓子は、日本 の伝統文化を形作るお菓子

で、茶道との関係が深いのです。 両極端とい

っては何ですが、和菓子という言葉で表され

るものは、シュチュ エーションで決まる、と

いってもよいのかもしれません。 

【和菓子の定義とは？】  

では、和菓子とはいったい何なのでしょうか。 

実は、日本が開国した明治以降、西洋菓子が
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大量に日本に入ってきて、そのバリエーショ

ンも、考案されていきました。 

たとえば、戦国時代に日本に入って きたカ

ステラや、明治時代の鳩サブレ、あんパンな

ど。こういうお菓子は、和 菓子でしょうか。

それとも洋菓子でしょうか。境界線がはっき

りしません。 

そこで、大正時代末期に、「和菓子とは西洋

菓子でない、我が国のお菓子すべて」という

定義ができました。いや、むしろ現代では、

「西洋のオリジナル 菓子を除く、すべての日

本のお菓子が和菓子」と呼べるように思われ

ます。 それにしても、奥が深い和菓子の世界。 

今回は、和菓子 の歴史をたどりながらそ

の実態を解き明かしていきましょう。 「菓子」

という言葉の元の意味は、現在の生の果物を

表す水菓子です。自然 界にある、甘みのある

食物を食事以外に食べたのが、お菓子の始ま

りだと考えられています。では、菓子の原型

を古代からご紹介してまいります。 

【菓子の起源―自然界の甘いもの】 

 最初のお菓子は、くだものや、木の実が起源

です。なお、縄文弥生時代には 、早くも、せ

んべいの原型や、赤米から作った餅の原型も

登場しています。し かし、あくまでも供え物

や食料として、芋や栗の粉を薄くのばしたも

のを焼いたものです。また、餅や団子の起源

となる、穀物からつくる菓子の原型も、神 聖

な供え物として登場しています。 

ところで、甘いものといえば、今の時代で

最初に思い浮かぶのは、砂糖でし ょう。 

そこで、ここからは、砂糖との関係を切り

口にして、和菓子の歴史をご紹介いたします。 

(次号に続く) 

値上げ 

先日日用品が 11 品目値上げされた

のですが、値上げはこれまでに何度も

行われてきましたが、今回は驚きまし

た。一番驚いたのが生活で一番の必需

品であるチリ紙です。 

チリ紙(花)が￥398 が¥529 と一気に

135 円もの値上げです。700 枚入りで

中身は全く同じ枚数でです。 

Hoxy(800 枚入)が 615 円ですからね。

他にもツインエクスシェイバー 

￥4650 →￥5003  

座布団 ￥1658 →￥1825 

靴下厚手26･28cm ￥710 →781 

5本指靴下26･28㎝ ¥657 →¥723 

防寒長袖Ｕ首ユニチカ3L 

¥3456 →¥3801（ズボンも） 

など軒並み値上げです。

報奨金は全く上がらないのに、日用品

は定価改定のたびに値上げですからね。

ヒドイですよ。

報奨金は月3分の１しか使えず、領置

金が 1 万円以上あると、1 円も使えま

せん。（千葉は月2分の1まで 

使えるそうですが。）

私等は、エームサービスの扱う物し

か買えませんから、そのエームサービ

スはただ単に注文をカウネットに注文
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してるだけで、業務用品価格で仕入れ

して、定価で売るというあこぎな商売

です。 

これって独占的地位を利用した独占

禁止法違反ですよ。 

電卓なんて 2 千円～3 千円のカシオ

DF－120GT-N が￥7560 で 5 千円近

く抜いてるんですよ、これをあこぎと

言わずして、何と言う？（笑） 

 公正取引委員会に言ってエームサー

ビスと法務省の随意契約を問題提起し

てほしいものですよ。 

 本当にこの事どうにかならないです

かねえ。悩ましいですよ。 

以前にも雑誌「紙の爆弾」で 2 回か 3

回エームサービスの問題が記事で出て

いましたが、見ましたか？ 

 全国的に値上げでしょうからねえ。

もう本当にチリ紙を買うのも馬鹿らし

くなってきましたよ。 

高卒認定試験合格の喜び 

昨年11月10日 11日に「高卒認定

試験」を受験しました。12月10日に 

その合否結果が私の手元に届きました。 

ハラハラドキドキしながら、その書類

を読んでいくと･･･合格でした。（笑） 

初めて受験したんですが、1 日目に 5

科目、2日目に 3科目の計 8科目を受

験し、何と一発合格することができま

した。昨年末に井手さんにも話をさせ

ていただいているので、汪さんもすで

に承知していると思いますが、本当に

嬉しいです。 

これで職訓の幅も広がり残刑期を利

用して「情報処理」の資格取得にも挑

戦しようと考えています。出所後も就

職の幅も広がると思うし、年齢が36～

37なので、限りがあるとおもいますが、

高卒と同程度の能力を有すると認めら

れているので、その中でも幅が広がる

とおもうのです。10代後半～30代のほ

ぼを含め約 20 年の拘禁生活を送って

きたので残りの人生を社会で過ごすた

めにも自分のために取り組んできたこ

とが実を結ぶことができて、本当に自

分に対してお疲れ様と言ってあげたい

です。こうして嬉しい報告をできるの

も、汪さんをはじめ、井手さん、その

他のほかスタッフの方々の心の支え、

物的支援のおかげです。本を読んでリ

ラックスできたからこそ、勉強にも集

中して取り組むことができたと思いま

す。汪さんの此の活動のおかげで最悪

な受刑生活の中ですが、有意義に1日

1日を送ることができています。 

だから汪さんこれからも苦しい状況

が続くと思いますが、やめることなく

続けていただきたいと思います。汪さ

んの活動に感謝している人や楽しみに

している人、心の支えになっている人

など、数多くいると思いますので。 

マ 
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Gabrielaiko ｓ.ｃ.ｑ. 

 ある雨上がりの夕刻、研修会を終え

て、内堀通りを九段坂上の交差点に向

かって歩いていた。 ４～５メートル先を

行く人の動きが少しおかしい。 近づい

てみると、歩道の凹凸ブロックに白い杖

を小刻みに当てながら、中年の男性が

歩いている。 ５０メートルぐらい先に坂

上の信号が見える。 「あちらの信号ま

でご一緒いたしましょうか？」。 「あ、お

願いします」。右手に杖、左肩にショル

ダーバッグ、手に折りたたみ傘がしっか

り握られている。 数時間前に雨はあが

っている。 両手がふさがっていては危

ないだろう。 「傘はバッグにお入れにな

ってはいかがですか」と、蛮勇を奮って

言ってみた。 「あ、もう降りそうにありま

せんか？」 「ええ、大丈夫ですよ」。 

「降り出した時、捜して取り出すのが大

変なので」。 えっ？  そうか、目で傘を

捜せない。目で空模様を確かめること

ができない。晴眼者の私が新しい認識

の入り口で、まごついている。 見えな

いことに起因する行動上のさまざまな制

限を、推測できなかった。 

 しばらく並んで歩いていると、私の方

に少しずつ彼が歩み寄ってくる。「真っ

直ぐでよろしいんですよ」 「はい」。 し

ばらくするとまた寄ってくる。 困ったな

ぁ～。厭だなぁ～という感情も動き出し

そう。失礼がないよう、冷静で現実的な

対応策を講じなければならない。 そこ

で、 「８メートル位は、まっすぐですよ」

と進言。 少しもちなおすが、また寄って

来る。 「５メートル位は平坦で真っ直ぐ

です」と「平坦」を付け加えたが、声が

少々尖っていたかもしれない。 そのと

き、 「はい。まっすぐと言うのが なかな

か解らなくて」という、思いもよらない声

が返ってきた。 

なに？ 真っ直ぐが解らない？ 子供

の頃真っ直ぐ歩きなさい、と言われて育

ってきたのではないか？ 真っ直ぐが

解らないなんて？！ 

では「真っ直ぐ」はどのように知覚さ

れるのだろうか。身体機能とか健康に

関する仲間うちの会話だったと思う。メ

ニエール症候群の場合、平衡感覚が

正常であるか否かを確かめるために、

暗い部屋で目を閉じ、両手を前に突き

出し足踏みをする方法があると誰かが

言った。 正常であれば、同じ位置で、

同じ方向のまま足踏みをしているそう

だ。まさかと思いながらさっそく自室で

やってみた。 なんと、伸ばした指先は

一分もしないうちに壁に触れたではな

いか。 あろうことか、向かい合っていた

壁ではなく、その横の壁に触れている

ではないか。 つまり、同じ場所で足踏

みしていたはずの私は前進し、しかも９

０度向きを変えていたことになる。 にわ

かには信じられず、場所を変え、時を

変え、繰り返し、やってみた。結果は同

じだった。ちなみに私はメニエール症

候群ではない。  
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ピサの斜塔で、「落下の法則」を実験

し 重い物と軽い物を同時に落とした

ら、当然重い物が先に着地するというの

がアリストテレス大先生のご高説。世界

の常識であった。同時着地を説くのが

若いガリレオ先生。両者の権威は比較

にならない。 そこでガリレオは斜塔に

登り、「さあさあ、寄ってらっしゃい見てら

っしゃい」と大声を上げるでもなく、羽と

鉄の塊を同時に手放した。あんなことし

なくったって、解りきったことじゃないか

今に大恥かくぞ、と言うのが大方の胸の

うち。ところが、あにはからんや、下にい

た野次馬どもは、鉄と羽がほぼ同時に

足元に着地するのを見た。空気抵抗が

あるので、完全同時着ではない。だが

真空状態では同時であるそうだ。  

反ガリレオ派は呆然自失、言葉を失

い、気を失った。支持派は意気軒昂。さ

すがガリレオ先生、お若いのにかかわ

らず、大したものだと、キャンティの極上

ワインで大いに盛り上がった、とは書か

れていない。しかし、そういうことは一切

無かったとも書かれてはいない。 

アリストテレスの自然科学分野におけ

る権威は一瞬にして地に落ちた。と同

時に、方法論として、実験によって真理

を論証していく近代科学が幕をあけた。 

だが、この実験を一番喜んだのは、

天国のアリストテレスではないか。彼は

天国の門を入ったとたん、自説の誤謬

を知った。早く真理が明らかになるよう、

ピタゴラスや後から来たアルキメデスら

と語り合ってた。かつて神様とわたりあ

ったアブラハム（創世記１８章）も引き入れ

て、天国の主権者である神様に交渉し

ていた。なにしろアリストテレスは真摯で

偉大な学究の徒である。己の名誉なん

て屁（失礼！）とも思ってはいない。 

ブラインド足踏みで、暗闇の中では

方向が解らないという貴重な体験をした

にもかかわらず、盲目の人が方向を捉

えにくく、「真っ直ぐ」が解りにくいという

理解に結びつかなかったことに愕然と

した。 

では一体、真っ直ぐはどのように認知

されるのだろうか。ふだん何気なく廊下

や道路を歩いているとき、私達は壁や

周辺の建物などと自分を対置させなが

ら、並行しているかどうかを、無意識のう

ちにチェックしているようだ。並行してい

れば真っ直ぐということになる。真っ直ぐ

は視覚で認識されている。そのような認

識過程を、この時まで意識したことがな

かった。見えないことがその人の中で、

どのような小宇宙を形成し、どのような

行動原理に基づいているのか全く理解

していなかった。 

交叉点にさしかかる。ここから九段坂

下に向かう。信号は赤。「肩に手をおか

せてもらえますか？」 「えっ？ああ、ど

うぞ」 一瞬のためらいは敏感にキャッ

チされたようだ。「横断歩道には何も知

らせるものがなくて・・・。一番、危ない所

なのに」と説明された。 

それからというもの、事あるごとに「盲

目の人にとって、横断歩道は一番怖い

所なの、なぜ？」と聞いてみた。誰も答
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えられなかった。晴眼者にはそこは安

全地帯として、織り込み済みだし。誰か

にとって、そこが全く逆の危険地帯にな

るとは発想しにくい。 

 確かに横断歩道には、凹凸ブロック

はない。それに代わるものも無い。横断

歩道を示す白線は晴眼者にのみ有効。

しかも、歩行者は一秒をあらそって、渡

りきろうとするので、右も左もあったもの

ではない。足がすくむのも当然。殺気

だった恐怖にさらされる場である。 

道路行政に携わっている知人は、私

と盲目の人との道行きを聞いて、「ウワ

ー 盲点だった」と頭をかかえこんだ。

そして、次回に必ず活かします、と爽や

かに宣言した。 

実はブロックの凹凸はもう少し小さく、

数もまばらな方が靴底にも杖にも感知

されやすいこと。横断歩道で信号待ち

の時、４枚のブロックが１箇所に纏めて

敷いてあるが、方向を示すため

には、一枚のブロックの斜め半

分に凹凸を打ち、残り半分は平

らで、東西南北に敷き分けると助

かる、など、同道者から聞いた情

報をすべて伝えた。10年後、歩

道でそのような凹凸ブロックを散

見するようになった。 

「杖よりも肩の方がよろしいん

ですか？」「それは、もう」。肩に

手を置くと、前後にちょっと重なった位

置取りになり、杖をつかなくてもいいし

二人の間には誰もはいってこれない。

安らぎが伝わってくる。並んで歩くと隙

間を通り抜けられたり、肩や鞄で小突か

れたり、杖も蹴飛ばされたりする。いっ

たん離れると、相手が何処に居るのか

解らない。至近距離か地平線の彼方に

漂流しているのか、心細い限りである。 

ここまでくれば、私にだってもうでき

る。「５センチくらいの段差があります」と

知らせる時には「１メートル先に」、段差

は「低く」または「高く」と状況を適格に

細かく言う方が親切。緑がきれいです

ねと言うより、風が気持いいですねと言

うほうが共感できる。 

下り坂の人波をぬいながら、ようやく

改札口に着いた。「こちらで、よろしいで

しょうか」「どうも有難うございました」。改

札までは３メートル位です。では、失礼

しますと互いに別れた。 

私にとって初めての大役。１５分足ら

ずの短い時間であったが、その後の人

との関わりに、大事な視点を獲得させた

貴重な体験であった。彼は優れた訓練

士であったかもしれない。 

学ぶことも多かったが、自制するこ

とも多かった。不慣れな領域で緊張

度が高く、独りになって正直、ほっと

した。半蔵門線のホームに向かいな

がら、なにか見落としているようで、気

になる。 「アッ！」と思いついたのは

電車のなか。彼は改札に背を向けて

いた。改札に向かって立てるよう配慮

しなければならなかったのに。最後の

一手のやり残し。詰めが甘い。まだまだ

なんだ。 
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阿 Q正伝（あきゅうせいでん） 

汪 楠 

「阿Ｑ正伝」は中国の作家魯迅（ろじ

ん）が1921年に発表した中編小説であ

る。阿 Qという、おそらくはこれ以下

はないであろう最下層の人間を主人公

に設定し、それを縦横無尽に活躍させ

ることにより、巧みな布置の中に農村

社会ひいては全体社会のさまざまな人

間タイプの思考や行動の様式を、浮彫

にしている。 

＜あらすじ＞ 

時代が清から中華民国へかわろうとす

る辛亥革命の時期、中国のある小さな

村に、本名すらはっきりしない、村の

半端仕事をしては、その日暮らしをす

る、日雇いの阿Qという男がいた。 

彼は、働き者との評判こそ持ってはい

たが、家も金も女もなく、字も読めず、

容姿も不細工などと閑人たちに馬鹿に

される。村の最下層の立場にあった。

そして内面では、「精神勝利法」と自称

する独自の思考法をたよりに、閑人た

ちに罵られたり、日雇い仲間との喧嘩

に負けても、結果を心の中で都合よく

取り換えて自分の勝利と思い込むこと

で、人一倍高いプライドを守る日々を

送っていた。 ある日、阿Qは村の金

持ちである趙家の女中に劣情を催し、

言い寄ろうとして逃げられた上に趙の

旦那の怒りを買って村八分になり、仕

事にもあぶれてしまう。食うに困って

盗みを働き、逃亡同然の生活を続ける

うちに、革命党が近くの町にやってき

た事を耳にし便乗して騒いだ結果、革

命派の趙家略奪に関与した無実の容疑

で逮捕される。無知ゆえに、筋道立て

た弁明もできず、流されるままに、刑

場に引き出され、あっけなく銃殺され

てしまった阿 Q、観客たちは不満を述

べ立てるのだった。 

魯迅は本作で、無知蒙昧な愚民の典型

である架空の一庶民を主人公にし、権

威には無抵抗で弱者はいじめ、現実の

みじめさを口先で糊塗し思考で逆転さ

せる彼の滑稽な人物像を描き出し、中

国社会の最大の病理であった、民衆の

無知と、無自覚を痛烈に告発した。物

語の最後で、全くの無実の罪で処刑さ

れる阿Ｑ、その死にざまの見栄えのな

さに不平を述べる観衆たちの記述は、

同胞の死刑に喝采する中国人同胞の姿

にショックを受けた作者の体験を反映

する。この体験や心境の変化は、魯迅

の小説『藤野先生』に描写されている。 

彼はプライドだけは高く、何もしない

人間の典型として描かれている。 

阿Qという人物は、当時の中国の民衆

の中にあった、あらゆる種類の悪徳を

魯迅 
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体現する人物像として描かれている。

彼は権威に弱い。卑屈なのである。世

の中の秩序を盲信して、それがどこか

おかしいなどと疑うこともない。例え

ば辮髪は、もともと異民族によって強

要された風習であるが、今となっては

自分たちの暮らしの中にとけこんでい

て、なんらおかしさを感じることがな

い。世の中というものは、現にあるま

まに流れていくものなのであり、その

流れの中では、強い者が先へ進み、弱

い者は押し流されていくものなのだ。 

しかし、阿Qも他人から理不尽なこ

とで殴られたりすると、さすがに面白

くない。しかし、相手が自分より強け

れば、刃向かうこともできない。そこ

で阿Qは変な理屈を持ち出して自分を

慰める。いま殴られたのは、息子に殴

られたようなものなのだ。だからそう

大事に考えなくてもよい。今の世の中

は息子が父親を殴るような変な世の中

なのだから、自分が殴られても不思議

ではない。だからくよくよすることは

ない、といって、精神の平衡を保つの

だ。それを魯迅は「精神勝利法」と呼

ばせて、卑屈な奴隷根性の象徴として

も描いている。そして阿 Qの卑屈な奴

隷根性は、阿 Qだけの特殊なありかた

ではなく、中國の民衆全体に共通した

情けない態度なのだ、と魯迅はいうの

である。 

次回の「阿Q正伝」講演会 

5月 15日 午後 1時半 

私と阿Q正伝 

汪  楠 

私は中国で生まれ、中国にて魯迅の

本を読みました。その時には多くの純

文学と同じく難解に思えました。 

親の都合という不本意な形で来日し

て、人生で初めての差別やいじめを体

験し、人生または社会に対しての見方

が変わりました。その時に魯迅の本を

読み直すと、日本の坂口安吾と同じく

らい衝撃を受け、感銘を受けました。 

魯迅は阿 Qを愚か者として描いてい

ます。パラパラ読みするとそう見える。

しかし何度も読み直し、その背景を知

ると、人間の深層心理を描いていると

理解できるようになります。 

そのうち、自分の中に阿Qがいること

に気づくのです。権力に弱く、知識の

ない、それでいて弱いものを見下す。

わけのわからないまま、流行に盲従し

て失敗する。女性が流行りの洋服を買

い、ある時期を過ぎて、その洋服を見

るととても着れるものではないことに

気づく。男性もまた流行のスーツを買

い、冷静になってみると、演歌歌手の

舞台衣装を買わされたことに気づく。 

阿Qは「精神勝利法」という独特の思

考法があり、客観的には明らかな敗北

であるのを、内部の思考によって巧み

に勝利にすり替えることができる。ち

ょっとわかりにくいが、本来なら敗北

すれば自尊心が傷つき、それを取り戻

すには多大な努力が必要となるが、精

神勝利法を使うことで敗北が勝利にす
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り替わり、自尊心が傷つかずに保たれ

る、ということだろう。つまり、自信

を取り戻すための努力をせずに済むと

いうこと。どういう思考法かというと、

自分が敗北したのに、その原因が自分

以外のところにあると考えることで、

自分は実力では劣っていないんだ、と

考えることだ。 

このようなところは自分自身にもな

いだろうか？私にはあります。不遇を

他人のせいにして、努力しなかったこ

との言い訳にする。 

4年前に阿Q正伝を学ぶ小さな勉強会

を主催し、不定期ながらも 20 回ほど

やりました。10名ほどの参加者に学校

の教師や教育評論家、作家もいて、想

像以上に本格的なものになりました。

勉強会ではそれぞれがどのようにこの

小説を読み、理解したかを発表し、い

くつかの日本語訳を読み比べもして、

とても楽しかった。そして私は中国語

の原文を独自に翻訳して、中国ならで

はのニュアンスを話した。そして本日

の上映作品を見つけ、ビジュアル的に

発表し、好評を受けた。 

 PJ の活動とは一見無関係のこの作

品ですが、刑務所にいたとき、自分自

身を含め多くの阿Qを目にした。権力

に弱く、知識のない、それでいて弱い

ものを見下す。いじめに遭えば理不尽

と愚痴り、かと思えば数日後に他の人

をいじめて、刑務所のルールを教えて

あげているのだと詭弁する。 

 出所後もそれが治らない人がいる。

PJ のスタッフだった A さんは覚せい

剤で8回も服役し、今は9回目のお務

め中である。地元の元ヤンが集まると

ころでは序列が低いにもかかわらず、

ボスらの上座に座ろうとしてその手下

らにつまみ出される。地元の忘年会で

も二十歳の小僧に呼び捨てされ、飲み

物を注文して来いよと命令される。そ

れでも彼はチーム名を名乗り威張ろう

とする。1 時間 2500 円のチャイナパ

ブで彼は一晩で 35 万円も払わされ、

手も握ったことのないママさんを彼女

と自慢し、スマホの待ち受け画面にし

ている。億単位の財産を覚せい剤に費

やし、無一文になって彼を保護したの

ですが、ことあるごとに私を見下し、

バザーで売れ残った服を着る私に対し

て、そんなダサい服じゃ女にモテない

ぞという。ホームレス支援用の保存食

を食べ節約している私に対して、落ち

るところまで落ちたもんだねと嘲笑う。

地元の顔役が私に挨拶をするのを見て、

俺に挨拶がないのかよと小声で言い、

それでも聞こえて寿司屋の外で若い衆

に殴られる。 

 それでも彼にやさしくするのはなぜ

とよく聞かれる。PJの副代表である井

手シスターも不思議に思っていたよう

です。『阿 Q 正伝』を読んで納得され

たようです。受刑中の皆さんもこの小

説を通じて自分自身の中にも、そして

周りにもたくさんの阿 Q がいること

に気付いてほしい。 
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今回編集させていただきました私は

脊椎 5本の手術後、1年半がすぎ、４

月15日16日には名古屋拘置所に面会

にゆくことができました。それで脚、

腰に自信がついたので 17 日の汪楠さ

んの「阿 Q正伝の講演会」に参加して 

みました。魯迅の「阿 Q正伝」を読ん

で集まりました。時代背景は清から中

華民国へと変わろうとする辛亥革命の

時期です。 

映画を見せて汪さんが解説してくだ

さったので理解しやすかったです。 

人間、究極の困難に置かれると、そ

れとは真逆の状態を想像してその場を

乗り越える力を貰う。恵まれた環境で

は絶対体験できないことです。 

私達も神が与えてくださった一生で

多くの体験を受け、それが何一つ無駄

ではなく何かに生かされています。 

塀の中の体験は第二の人生に生かさ

れます。私は貧しくなって、感謝の念

が深くなりました。無関係な10億より 

1000円が大金です。阿 Qみたいな瑛子 
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3000円 
 寄付もよろしくお願いいたします。 

振込先  

ゆうちょ銀行10160－86239211 

他行からの場合 

ゆうちょ銀行018支店 

(普通)8623921 

口座名義  ほんにかえるプロジェクト 

ボランティアスタッフ募集 

在宅のままできる 

パソコン入力者・文通スタッフ 

自宅住所は公開しません。プライバシ

ー保護に細心の注意をはらっています。 
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